
事業の計画・内容

□ 直営 □ 指定管理 ■ 民間委託等

投入資源 事業実績
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平成１８年４月現在、広域農道・農免道路の供用延長は約68ｋｍとなり、農産物の集出荷に寄与するとともに、一般の交通車両の運行も増加傾向に
あります。しかし、交通量の増加により、区画線の表示の消滅、路肩草刈りの回数が少ない等、通行に支障をきたしているとの声が多く寄せられて
います。

指標設定の考え方

路肩除草作業を交通の安全と円滑を確保するための指標としまし
た。

ｍ

目標

事業の目的の成果を測る指標

路肩除草延長（ｍ）･･･平均幅1.0ｍ

H17

4必要性

区画線の消滅は必然的に生じます。路肩草刈も道路ルートが山沿いを走るため隣接地所有者の協力が得
にくく、路線延長に応じた管理経費の確保が不可欠です

1,128

効率性

評
価

949 1,400

H17 H18（予算）

0.2

H19（予算）

0.2

細目
細々目

１０３

広域農道、農免道路の機能を維持するため路面の修繕、草刈の作業等を
行うとともに、凍結防止剤を購入します。
適正な維持管理を行うことにより、安全で快適に通行することができます。

成果（どうなるのか）

０１
農道維持管理経費
広域農道・農免道路維持管理経費

産業振興部　農林政策課担当部課名
作成者氏名

設
置
目
的

市内の類似施設

対象等（何を、誰を）

本
年
度
事
業
内
容

舗装補修等工事
路肩の草刈業務委託
凍結防止材の購入

草刈り作業の自治会等への業務委託実施要領運営主体

市道

単位

（委託先：地元地区、シルバー人材センター）
根拠法令・要綱等

舗装補修工事

正規職員     （人） 0.2
活動指標

施設の管理・運営

広域農道、農免道路
通行する人、車両

事業名

基本施策

643

伊賀市　事務事業評価シート

広域農道・農免道路維持管理経費

49


